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●平和特集
●保健師一口アドバイス
●栄養士からのお知らせ
●男女共同参画週間/としょかんだより
●国保からのお知らせ/年金だより
●まちの話題
●美ら島沖縄総体2010
●くらしの情報
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小さい手で環境美化に貢献！

５/２１　ちびっこクリーン隊結成式５/２１　ちびっこクリーン隊結成式

　ちびっこクリーン隊（市子どもを育む会：中曽根正和会長）の
結成式が、12園、279名の子どもたちが参加して安慶名中央公
園（安慶名城跡）で行われました。
　参加した園児たちは、お遊戯や綱引などで体を動かしたあと、
各園に分かれて公園内を周り、小さな手で一生懸命、ゴミを拾
い集めていました。

　ちびっこクリーン隊（市子どもを育む会：中曽根正和会長）の
結成式が、12園、279名の子どもたちが参加して安慶名中央公
園（安慶名城跡）で行われました。
　参加した園児たちは、お遊戯や綱引などで体を動かしたあと、
各園に分かれて公園内を周り、小さな手で一生懸命、ゴミを拾
い集めていました。

なか  そ   ね  まさかずなか  そ   ね  まさかず
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65
年
前
、
こ
こ
沖
縄
で
は
、
住
民
を
巻
き
込
む
激
し
い

地
上
戦
が
展
開
さ
れ
、
20
万
人
余
の
か
け
が
え
の
な
い
生

命
が
失
わ
れ
た
。

　

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
６
月
23
日
は
、
沖
縄
戦
に

お
い
て
日
本
軍
の
組
織
的
戦
闘
が
終
わ
っ
た
日
と
さ

れ
て
い
る
。

　

沖
縄
県
で
は
、
そ
の
６
月
23
日
を
、
恒
久
平
和
を
希
求

す
る
と
と
も
に
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
沖
縄
独
自

の
祭
日
「
慰
霊
の
日
」
と
し
て
定
め
た
。（
１
９
７
４
年

10
月
）

　

毎
年
「
慰
霊
の
日
」
の
正
午
は
、「
世
界
の
恒
久
平
和
」

を
願
い
一
人
ひ
と
り
が
黙
祷
を
捧
げ
る
。

　

そ
の
一
人
ひ
と
り
の
願
い
が
沖
縄
か
ら
の
平
和
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
全
世
界
へ
と
羽
ば
た
く
・
・
・

　

６
月
23
日
は
、
戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
怖
さ
、
そ
し
て
命
の
尊
さ
を
考
え
、「
平
和
」
を
願

う
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
る
た
め
の
き
っ
か
け

と
な
る
大
切
な
一
日
に
し
た
い
。



　

　ここ沖縄には、戦時中、住民が避難したガマや日本軍が構築した陣地など、沖縄戦
を伝える「遺跡」が数多く残っています。
　私たちの住むうるま市にも、戦時を物語る「遺跡」が数多く残されており、それら
は、戦争の悲惨さ、怖さ、そして命の尊さを次の時代へ引き継ぐための「記録」とし
て大切に保存されています。

具志川の戦争遺跡
●具志川グスクの壕
　米軍上陸後、グスクの西側端の壕には、
南部へ移動した日本軍から、手榴弾２個
ずつ渡されたムラの青年男女が立てこ
もった。昭和 20 年４月４日、23 人の学徒、
青年で構成する警防団は侵攻してきた米
軍と手榴弾で応戦したが、最後は残った
手榴弾で「自決」、13 人が死に至る。現
況は、壕は崩壊しており、火炎放射を受
けたといわれる壕や周辺岩肌は、今なお
黒い焼け跡がみられる。現地には集団死の説明板が建立されている。    

勝連の戦争遺跡
●津堅の新川・クボウグスク周辺の陣地壕群
　新川・クボウグスク周辺には日本軍が構築し
た場所がいくつも残されている。新川グスクの岩
山をくりぬき構築された３階構造の「三

さんろく

六 陣地
壕」。中城湾に進入する艦船に対する攻撃陣地と
して構築されていた新川グスクの「野砲陣地壕」。
津堅島駐留の日本軍部隊の糧

りょうまつ

秣倉庫と野
やせん

戦病院
として使用された「Ａ１・Ａ２陣地壕」などがあ
る。当時、激しい戦闘の行われた場所である。

石川の戦争遺跡
●嘉手苅のヌチシヌジガマ
　ヌチシヌジガマはメーヌティラ、ナカ
ヌティラ、クシヌティラといわれる３つ
の壕口があり、中では１つにつながって
いる。沖縄戦当時、メーヌティラには嘉
手苅の住民が 160 人余、ナカヌティラ
には郵便局員や伊波集落の住民、クシヌ
ティラには伊波の住民 50 人ほどが避難
し、1 人の犠牲者も出さず「命をしのいだ」ガマとして知られている。

与那城の戦争遺跡
●与那城監視哨

しょう

　与那城監視哨は、防空監視のために使
用され、当時は、与那城警防団を中心に監
視の任務にあたっていた。監視哨内には、
電話機、双眼鏡、時計、方位板、防寒具、航
空機器識別飛行機の模型、羅針盤などの
備品が国の負担で設置されていた。

平和資料展
〜美ら海の遺物・異物〜

　沖縄戦では１㎡あたり何千発あ
るいは、何万トンの砲弾が撃ち込
まれたと言う。陸上だけでなく、
海に囲まれている沖縄では海の中
にも、砲弾などの沖縄戦の時に使
われたと思われる幾つものモノが
回収を待って 65 年余もの間、静
かに眠っている。
　昨年は宮城島の沖合では１トン
の不発弾の処理が行われる等うる
ま市も沖縄戦時の遺物（不発弾）
で騒然となった。
　今年度の平和資料展は、私達が
普段あまり目にすることができな
い海の中に残る沖縄戦の遺物と沖
縄の海の様子をとおし、改めて沖
縄戦と、現在の沖縄の海について
考えてみる機会としたい。

【と　き】
　６月15日（火）〜７月11日（日）
　午前９時〜午後５時 
　月曜休館

【ところ】
　市立石川歴史民俗資料館

◆ 関連イベント 
　比嘉座（代表：比

ひ が

嘉 陽
は る か

花）による
　演劇公演（館内にて）

【公演日程】 
6/20（日）、26（土）、27（日）、
7/3（土）、4（日）、10（土）、11（日） 
　14:00〜14:15、14:30〜15:00
　（２回公演） 
＊一人芝居
　「木に育てられた子ども」
　「伊波の魔法使い」 

6/23（水）
　11:00、13:00、15:00、17:00 
＊一人芝居「帽子クマー」 
　
　18:00
＊短編芝居
　「伊波の魔法使い」「ぱちろまぬ
　ぱぴる」「遺言」「フェンス」「まぶ
　いぐみ」「豆腐狂騒曲」

◆ お問合せ先
　市立石川歴史民俗資料館
　☎９６５−３８６６
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「戦跡」が伝える沖縄戦



　

正
し
い
食
生
活

　

砂
糖
が
入
っ
て
い
る
飲
食
物
や
酸
性
の
飲

み
物
を
頻
繁
に
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
飲
食
さ
せ
る

の
は
危
険
で
す
。
ま
た
、
歯
の
防
衛
力
が
弱

ま
る
寝
る
前
の
飲
食
も
危
険
で
す
。
糖
分
や

酸
性
の
飲
み
物
を
頻
繁
に
取
る
こ
と
は
や

め
、
朝
・
昼
・
晩
の
食
事
は
決
め
ら
れ
た
時

間
に
食
べ
る
な
ど
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
唾
液
の
働
き
な
ど
に
よ
っ
て
口
の

中
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
た
め
に
も
、
し
っ

か
り
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

専
門
家
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク

　

半
年
に
１
回
は
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
定

期
健
診
を
受
け
、
フ
ッ
素
塗
布
や
歯
磨
き
指

導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

う
る
ま
市
の
歯
科
健
診

  

う
る
ま
市
で
は
、
２
歳
児
歯
科
検
診
、
１
歳

６
か
月
児
健
診
と
３
歳
児
健
診
時
に
お
け
る

歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
塗

布
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
栄
養
相
談
、
育

児
相
談
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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６
月
４
日
〜
６
月
10
日
は
歯
の
衛
生
週

間
。
歯
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、
歯
に
関
す
る
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う
こ

と
で
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
し
、
健
康
の
保

持
・
増
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
お
子
さ
ん
の
大
事
な
歯

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

歯
の
生
え
る
時
期
と
順
番

　

乳
歯
は
上
下
10
歯
ず
つ
、
合
計
20
歯
あ

り
ま
す
。
生
後
７
〜
８
か
月
頃
、
下
の
前

歯
か
ら
生
え
始
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
平
均

で
、
も
っ
と
早
い
子
も
い
れ
ば
、
生
後
10

か
月
〜
１
歳
く
ら
い
で
最
初
の
歯
が
生
え

る
子
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
で
は
な
く
上
の
前
歯
か
ら
生

え
る
子
も
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
は
正
常
の

範
囲
内
の
個
人
差
で
す
が
、
歯
の
生
え
る

順
番
、
生
え
方
、
歯
の
色
、
歯
並
び
な
ど

が
気
に
な
る
と
き
は
歯
科
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

健康支援課
1973−3209

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

　

む
し
歯
は
こ
う
し
て
で
き
る

　

食
べ
か
す
（
糖
分
）
が
口
に
残
る
と
、

プ
ラ
ー
ク
（
む
し
歯
菌
）
が
糖
分
を
分
解

す
る
た
め
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
分
解

に
よ
っ
て
、
口
の
中
に
酸
が
で
き
、
歯
を

溶
か
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
む
し
歯
の

発
生
で
す
。

　

歯
の
健
康
管
理

　

乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ
、
酸
へ
の
抵
抗

性
が
弱
い
た
め
、
む
し
歯
に
な
り
や
す

く
、
む
し
歯
の
進
行
が
早
い
の
が
特
徴
で

す
。
乳
歯
が
む
し
歯
に
な
る
と
食
べ
物
が

う
ま
く
か
め
な
か
っ
た
り
、
飲
み
込
め
な

か
っ
た
り
、
時
に
は
発
音
に
も
影
響
を
与

え
ま
す
。
ま
た
、
５
〜
６
歳
ご
ろ
か
ら
生

え
て
く
る
永
久
歯
の
歯
並
び
が
悪
く
な
っ

た
り
、
全
身
性
の
疾
患
の
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
に
は
、
上
手
な
歯
磨
き
と

正
し
い
食
生
活
、
そ
し
て
専
門
家
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
（
定
期
的
な
健
診
）
が
効
果
的

で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
こ
れ
ら
の
習
慣
を
身
に

付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
の
歯
を
守
ろ
う

上手な歯のみがき方

歯が生え始めた頃
　スキンシップの一環として、口の周りを触
られるのに慣れさせていきます。下の前歯が
生えてきたら、ガーゼで磨きましょう。

上下の前歯が生えてきたら
　上の前歯は唾液が届きにくいので、歯につ
いた汚れは落ちません。歯ブラシを使い始め
ましょう。

奥歯が生えてきたら
　奥歯は溝があるので汚れがたまります。１
日１回、寝る前にはきちんと磨いてあげま
しょう。お子さんにも歯ブラシを与えて、家
族で歯磨きをしましょう。

上下の歯が20本そろった頃
　お子さん自身にも歯ブラシで磨く練習をさ
せ、歯磨きを習慣付けましょう。ただし、最
後は大人が仕上げ磨きをしてあげましょう。

乳歯から永久歯へ生え変わる頃
　まだまだ磨き残しがあるかもしれないの
で、歯磨きが終わったら大人がチェックしま
しょう。

丈
夫
な
歯
で

　

素
敵
な
笑
顔



① 

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加

② 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事 

　
 

や
不
規
則
な
食
事
の
増
加

③ ｢
食｣

の
安
全
上
の
問
題
の
発
生

④ 
過
度
の
痩
身
志
向

⑤ ｢

食｣
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如

⑥ ｢

食｣

の
海
外
へ
の
依
存

⑦ 

伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失

はじめま
せんか？身近なこと
から

開催地区

勝連地区

石川地区

与那城地区

具志川地区

勝連シビックセンター

石川地区中央公民館

与那城地区中央公民館

健康福祉センターうるみん

6月22日（火）

6月26日（土）

6月29日（火）

6月29日（火）

10名

15名

10名

20名

午前10時

〜12時

6月1日（火）

〜17日（木）

健康支援課

☎973-3209
300円

開催日 実施時間 定員 場　所 募集期間 申込先参加費
（材料費）

食生活改善推進員と一緒に食生活について学ぼう！
〜地域の食材を活用して〜

【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で
講
座
全
７
回
の
内
、５
回
以
上
受

　

講
で
き
、且
つ
、食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
地
域
で
活
動

　

し
て
い
た
だ
け
る
方
。

【
開
催
場
所
】健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

【
定　

員
】10
人
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】テ
キ
ス
ト
代
1
2
0
0
円

【
募
集
期
間
】6
月
14
日(

月)

〜
24(

木)

ま
で

【
申
込
方
法
】直
接
、健
康
支
援
課
窓
口
、又
は
お
電
話
で
健
康

　

支
援
課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

〜
食
で
広
げ
よ
う
地
域
の
和
〜　

1

2

3

4

5

6

7

7月2日（金）

7月9日（金）

7月12日（月）

7月22日（木）

7月28日（水）

8月5日（木）

8月18日（水）

午後1時〜
4時半

午前10時〜
午後1時
午後2時〜
4時

午後1時〜
4時

午後2時〜
4時

午前10時〜
午後1時
午前10時〜
午後2時

開催日 実施時間 内　容

期待される食生活改善推進員！

調理の科学！
〜ふだんの食事をさらにおいしく♪〜

県民の健康

食品衛生	

運　動

幼児期の食事
〜栄養アップ大作戦〜

大人の食育
〜心と体をつくる食〜

食
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
背
景
と
し
て

は
、近
年
の
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
発
生
が
あ
り
ま
す
。

栄
養
士
か
ら
の

お
知
ら
せ旬のものを食べること

ちゃんと朝食を食べること

米を中心としたバランス
のとれた日本型食生活
に取り組むこと

お問い合わせ先　健康支援課　☎ 973-3209

食べ残しを減らすこと
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６
月
は
食
育
推
進
月
間
で
す

　

私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
食
生
活
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て｢

食｣
に
関
す

る
知
識
と
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、健
全

な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
て
る
こ
と
が
食
育
の
目
的
で
す
。｢

食
育｣

と
い
う
言
葉
の
概
念
は
、単
な
る
食

生
活
の
改
善
だ
け
で
な
く
、食
を
通
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ナ
ー
、自
然
の
恩

恵
に
感
謝
の
理
念
と
理
解
、食
文
化
の
継
承

な
ど
、広
範
囲
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

食
育
と
は
…



●うるま市女性団体連絡協議会映画上映会●

　平成 11 年 6 月 23 日に「男女共同参画基本法」が制定されました。これにちなんで毎年 6 月 23 日から 29 日
までの 1 週間「男女共同参画週間」を実施しています。
　本市においても「男女共同参画パネル展示」や「啓発講座」を開催します。

７月７日（水）午後 2時～ 4時　　
講座：「歴史に学ぶトートーメー」
講師：宮城　晴美（沖縄女性史家）
場所：勝連シビックセンター 1階ホール
◆入場無料となっていますので、お気軽に
　ご参加ください。

6 月 23日（水）～ 29日（火）
「男女共同参画週間」パネル展　　　
場所：うるま市本庁舎 1階エントランス　　　

◆男女共同参画関連　◆ＤＶ関連　　　　　　

◆うるま市女性団体連絡協議会活動状況など

「男女共同参画国内外研修」参加者募集！！
対象は、うるま市に住所を有する 20 歳以上の男女で、市からの補助金（経費の 1/2 以内で、市の予算の範囲内）
もあります。次の研修を予定していますので、参加希望の方は、市役所企画課（☎ 973-5005）までご連絡ください。

「NWECフォーラム」
【とき】  8/27（金）～8/29（日）

【場所】  国立女性教育会館（埼玉）

【募集期間】  7/21（水）～8/13（金）

「日本女性会議2010きょうと」
【とき】  10/1（金）～10/3（日）

【場所】  国立京都国際会館（京都）

【募集期間】  6月上旬～8月末

「女性の翼」
【とき】  10/13(水)～10/17(日)

【研修国】  台湾

【募集期間】  5/13（木）～6/15（火）

アンダンテ　〜稲の旋律〜

「食と農と大地、そして人間再生の物語！」
対人恐怖症と引きこもり生活に苦しむ主人公
千華（新妻聖子）が、自然農法に取り組む晋平

（筧利夫）と出会い、農業を通して失われた心を
取りもどしていく「人間再生」の物語です。

●７月23日（金）
　うるま市民芸術劇場　響ホール
　 午後６時30分開場　午後７時開演

【入場料】1,000円  （当日1,400円）

【チケット販売】うるま市女性団体連絡協議会

・うるま市役所企画課
・うるま市民芸術劇場

【お問い合わせ】

うるま市役所企画課（共同参画係）

☎９７３−５００５

6月23日（水）〜29日（火）は、 男女共同参画週間です。

平成22年度の
キャッチフレーズ 話そう、働こう、育てよう。いっしょに。話そう、働こう、育てよう。いっしょに。
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図書館では、毎月テーマ別に特集を組んで
たくさんの資料を展示・紹介しています。

1
1
1

　社会生活のさまざまな場面に対応で
きるスピーチ集。話し言葉とスピーチの
マナー、故事ことわざ・慣用句・四字熟
語集、名言・名句集など、すぐに役立つ
多様な表現集も収録。

　回文、敬語、ふるさと訛り、いろは
歌・・・。言葉遊びは自由自在。日本語に
は、こんなに豊かな可能性があった！
　翻訳の第一人者である著者が語る、
目からうろこの日本語談義。

日本語には文字がなかった？　「1000
円からお預かりします」っておかしい？　
目からうろこがおちる、不思議で楽しい
日本語の常識を紹介。

深い意味やたとえ話がふくまれてい
ることの多い「四字熟語」。「以心伝心」
「前代未聞」などの四字熟語をあつめ、
その意味と使い方を、かわいい絵でわ
かりやすく紹介。

指し示すものが同じでも、年齢・地
方・職業などによって、違うことばで表
現するものがたくさんあります。そんな
ことばのいろいろを楽しく紹介。

天長地久

悪戦苦闘
温故知新 習うより慣れよ石に立つ矢

赤子は泣き泣き育つ

博学多才欣喜雀躍

7 広報うるま 2010　6月号　



長寿医療（後期高齢者医療）保険からのお知らせ
平成22年8月から被保険者証が切り替わります。

限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えが必要です。

■ 入院時における自己負担限度額

■ 所得区分

■ 申請に必要な物 お問い合わせ先
国民健康保険課　老人医療係
☎９７３−３１７７

所得区分 入院時の世帯単位の自己負担限度額（月額） 標準負担額
[ 入院時の 1 食当たりの食事代 ]

一　　般 ４４，４００円 260円

100円

９０日までの入院
過去１２カ月以内に
９０日を超える入院

210円

160円
低所得Ⅱ ２４，６００円

低所得Ⅰ １５，０００円

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術

利
用
券
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、「
は
り
、
き
ゅ
う
、

あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
施
術
利
用
券
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
保
険
証

を
持
参
の
上
、
市
役
所
各
庁
舎
の
国
保
課
窓
口

に
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

う
る
ま
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
方

【
交
付
の
条
件
】

　
末
し
ょ
う
神
経
疾
患
、
運
動
器
疾
患
に
よ
り

医
師
の
診
断
を
受
け
た
方
で
、
現
在
国
保
の
療

養
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

【
利
用
券
の
内
容
】

　

１
年
度
で
一
人
に
つ
き
12
枚
（
た
だ
し
、
施

術
者
の
意
見
書
が
あ
れ
ば
追
加
で
12
枚
）
の
利

用
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

施
術
１
回
に
つ
き
利
用
券
１
枚
、
８
０
０
円

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
術
は
１
日
１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
施
術
院
】

　

う
る
ま
市
内
に
あ
り
、
市
の
指
定
を
受
け

て
い
る
施
術
院
の
み
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
民
健
康
保
険
課　

事
業
係

　
　
　
　
　

 

☎
９
７
３
ー
３
１
７
７
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障
害
者
の
た
め
の
障
害
基
礎
年
金

　
　

　

国
民
年
金
に
加
入
中
（
も
し
く
は
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
日
本
に
住
ん
で
い
る
）

に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
国
民
年

金
法
の
政
令
に
定
め
る
１
級
ま
た
は
２
級

の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
人
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

  

障
害
基
礎
年
金
額（
平
成
22
年
度
の
額
）

　

 

１
級
・
・
・
99
万
１
０
０
円

　

 

２
級
・
・
・
79
万
２
１
０
０
円

　

た
だ
し
、
受
給
に
は
い
く
つ
か
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
制
度
加
入
時
（
20
歳
）
か
ら
初
診

日
の
前
々
月
ま
で
の
間
に
、
年
金
の
未

納
が
３
分
の
１
以
上
な
い
こ
と
（
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付
特

例
期
間
を
含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
あ

る
こ
と
と
同
等
の
意
）

②
初
診
日
の
前
々
月
か
ら
直
近
一
年
間
に

未
納
が
な
い
こ
と
（
①
の
要
件
が
な
い

場
合
）

※
請
求
手
続
き
が
で
き
る
の
は
、
初
診
日

よ
り
１
年
半
経
過
し
て
い
る
、
も
し
く

は
症
状
が
固
定
し
た
時
点
で
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
す
る
20
歳
に
な
る
前

に
１
級
、
２
級
の
障
害
者
に
な
っ
た
場
合

は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
本
人

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
所

得
額
に
応
じ
て
全
額
ま
た
は
半
額
が
支
給

停
止
に
な
り
ま
す
。

特
別
障
害
給
付
金

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
任
意
だ
っ
た

た
め
に
加
入
せ
ず
に
障
害
を
負
い
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た

め
に
平
成
17
年
４
月
か
ら
特
別
障
害
給

付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

人
は
年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

　

昭
和
61
年
度
以
前
に
配
偶
者
が
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
た
の
で
国
民
年
金

は
任
意
加
入
だ
っ
た
人
や
、
平
成
３
年

度
以
前
の
学
生
で
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
人
の
う
ち
障
害
基
礎
年
金
の
１

級
、
２
級
の
障
害
の
状
態
の
方

 

特
別
障
害
給
付
金
額（
平
成
22
年
度
・
月
額
）

　
　

１
級
・
・
５
万
円

　
　

２
級
・
・
４
万
円

障
害
厚
生
年
金

　

厚
生
年
金
に
加
入
中
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
障
害
等
級
の

１
級
と
２
級
に
該
当
し
た
場
合
は
障
害

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
障
害
厚
生
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
３
級

の
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
手
当
金
が
あ

り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
受
給
に
は
障
害
基
礎
年
金
と

同
様
に
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

※
初
診
日
に
加
入
し
て
い
た
年
金
制
度
で

請
求
手
続
き
先
が
異
な
り
ま
す
。

年
金
だ
よ
り

市
民
課
年
金
係 

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

国
民
年
金
加
入
前
に

　

障
害
者
に
な
っ
た
方
は
・
・

　事例１
　脳梗塞で倒れ、体に重度のマヒ
が残った 50 歳のＢさんは障害年金
を受け取ることができました。

　なぜ？
　Ｂさんは国民年金に加入した 20
歳のときから国民年金の納付を行
い、失業等で支払い困難なときは
免除申請手続きを行ってきたので、
障害基礎年金を受けるための要件
がありました。

　事例２
　26 歳で重い精神疾患を発症した
Ａさんは障害年金を受け取ること
ができませんでした。

　なぜ？
　Ａさんは 20 歳から 26 歳までの
期間中、３分の１以上の年金の未
納期間があったので障害年金を受
ける要件がありませんでした。
　また、直近１年間の期間も未納
だったためです。

【
お
問
合
せ
先
】 

国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
方
の
請
求
手
続
き

　

市
役
所
年
金
係

　

1
９
７
３-

５
４
９
８

厚
生
年
金
、
第
３
号
被
保
険
者 

の
方
の
請
求
手
続
き

　

コ
ザ
年
金
事
務
所

　

1
９
３
３-

３
４
３
９

何かあってからでは遅い！
国民年金は万が一の備えです



永
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

永
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

平
成
22
年
　
叙
勲
受
章
者 

鯉
よ
！
清
流
に
か
え
っ
て
コ
イ 

鯉
よ
！
清
流
に
か
え
っ
て
コ
イ 

第
４
回  

天
願
川
清
流
ま
つ
り 

　３月29日、市役所において行政改革推進委員会の

照屋寛之会長が島袋市長に第２次うるま市行政改革大

綱に関する答申書を手渡しました。

　市では行政改革大綱に続く第２次行政改革大綱（素

案）を作成し、12月から１月にかけて市民意見の募集

を実施しました。市民から寄せられた意見をふまえて

大綱（原案）をまとめ、委員会に諮問。慎重な審議が

重ねられ、大綱（原案）が妥当であると認められました。

これを受けて、３月末同大綱を策定しました。

　会長は「大綱に掲げた市民の視点・パートナーシッ

プ（協働）・行政経営の視点の３つの視点に立ち、行

政改革をしっかりと進めていただきたい。」と提言し

ました。

4/18　子 ども獅子舞の壁画を描く 

行革委員会が大綱（原案）を妥当と認める 

4/22　 こいのぼり掲揚式 

第２次うるま市行政改革大綱を策定 

　地域の声を行政運営に活かすために４地区ごとに設

置された地域審議会から平成21年度の新市建設計画執

行状況について、３月26日、４地区の会長からそれ

ぞれ答申がありました。

　答申書の中には、それぞれの地区の意見や要望を付

してあり、答申を受けた島袋市長は、「これまでの協

力に対する感謝と答申された内容を行政運営に反映し

ていきたい」と述べました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

地域の声を行政に反映 

− 叙位叙勲 −

４地区地域審議会から答申 

5/7　赤十字奉仕団社資募集出発式 

5/12  「民生委員・児童委員の日」活動強化週間出発式 

ち　ねん   じゅんえい

　５月12日から18日

は、全国一斉に行わ

れる「民生委員・児

童委員の日」活動強

化週間が展開される

ことから、民生委員

や児童委員の役割、

活動内容を市民に広く知ってもらおうと、市役所正面

玄関前で出発式が行われ、式終了後街頭ＰＲ活動が実

施されました。

 「命を救う、力を合

わせよう。」をテー

マに５月１日から31

日まで行われる全国

一斉社資募集運動に

合わせて、うるま市

でも出発式が行われ

ました。式終了後、奉仕団は３つのコースに分かれ、

企業などを訪問し協力を呼び掛けました。

　５月５日の「こど

もの日」を前に、市

役所本庁でこいのぼ

り掲揚式が行われま

した。市内の８園の

保育園児が参加し、

「こいのぼり」の曲

に合わせて、空高くこいのぼりを掲げました。掲揚後、

全員でダンスを踊り楽しい掲揚式になりました。

　これまで公民館で

練習に励んできた兼

箇段獅子舞保存会の

子ども獅子舞のメン

バーが、新しい練習

拠点となる兼箇段本

部落集会所に獅子舞

の絵を描きました。

　壁画を描いた１人、仲嶺真奈美さん（前高３年）は、

「壁画を描くことで、伝統ある兼箇段獅子舞の存在を

アピールできれば」と思いを話しました。

　天願川に清流を取り戻し、いつの日か清流で泳

ぐ鯉の姿がみられることを願い、５月１日から 15

日までの間、天願公民館前で天願川清流まつりが

行われました。

　１日に行われたこいのぼり掲揚式では、保育園

児らが力を合わせこいのぼりを揚げました。川の

上に揚げられた約 500 匹のこいのぼりが気持ちよ

さそうに泳ぎ、まつりに訪れた方の目を楽しませ

ていました。

　４月 25 日、天願川の清掃を通

して、河川環境に対する意識を

高めることを目的に行われました。

　当日は、団体、企業など多く

の市民が参加し川周辺の清掃作

業を行いました。

　
公
共
の
利
益
の
た
め
に
�
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
永
年
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
�
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
や
叙
位
叙

勲
及
び
警
察
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
従
事
し
た
方
々
に
贈
ら

れ
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
�

天願川デー市民大清掃 

仲間 勇 氏 

（宮里） 
矯正業務功労 
元法務教官 

なか  ま  いさむ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

仲地 邦秋 氏 

（喜屋武）    
警察功労     
元警視正    

なか  ち    くにあき 

＝
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
＝ 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

叙
位
叙
勲 

叙
位
叙
勲 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

中里 勝也 氏 

（与那城屋慶名） 
教育功労 

元公立中学校長 

なかざと  かつ  や 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

上
地 

安
善 

氏
（
豊
原
） 

元
与
那
城
村
立
宮
城
中
校
長 

　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
15
日
逝
去
） 

う
え 

ち     

あ
ん
ぜ
ん 

春
の
叙
勲 

春
の
叙
勲 

てる     や   ひろ  ゆき

なか みね    ま     な      み
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永
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

永
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

平
成
22
年
　
叙
勲
受
章
者 

鯉
よ
！
清
流
に
か
え
っ
て
コ
イ 

鯉
よ
！
清
流
に
か
え
っ
て
コ
イ 

第
４
回  

天
願
川
清
流
ま
つ
り 

　３月29日、市役所において行政改革推進委員会の

照屋寛之会長が島袋市長に第２次うるま市行政改革大

綱に関する答申書を手渡しました。

　市では行政改革大綱に続く第２次行政改革大綱（素

案）を作成し、12月から１月にかけて市民意見の募集

を実施しました。市民から寄せられた意見をふまえて

大綱（原案）をまとめ、委員会に諮問。慎重な審議が

重ねられ、大綱（原案）が妥当であると認められました。

これを受けて、３月末同大綱を策定しました。

　会長は「大綱に掲げた市民の視点・パートナーシッ

プ（協働）・行政経営の視点の３つの視点に立ち、行

政改革をしっかりと進めていただきたい。」と提言し

ました。

4/18　子 ども獅子舞の壁画を描く 

行革委員会が大綱（原案）を妥当と認める 

4/22　 こいのぼり掲揚式 

第２次うるま市行政改革大綱を策定 

　地域の声を行政運営に活かすために４地区ごとに設

置された地域審議会から平成21年度の新市建設計画執

行状況について、３月26日、４地区の会長からそれ

ぞれ答申がありました。

　答申書の中には、それぞれの地区の意見や要望を付

してあり、答申を受けた島袋市長は、「これまでの協

力に対する感謝と答申された内容を行政運営に反映し

ていきたい」と述べました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

地域の声を行政に反映 

− 叙位叙勲 −

４地区地域審議会から答申 

5/7　赤十字奉仕団社資募集出発式 

5/12  「民生委員・児童委員の日」活動強化週間出発式 

ち　ねん   じゅんえい

　５月12日から18日

は、全国一斉に行わ

れる「民生委員・児

童委員の日」活動強

化週間が展開される

ことから、民生委員

や児童委員の役割、

活動内容を市民に広く知ってもらおうと、市役所正面

玄関前で出発式が行われ、式終了後街頭ＰＲ活動が実

施されました。

 「命を救う、力を合

わせよう。」をテー

マに５月１日から31

日まで行われる全国

一斉社資募集運動に

合わせて、うるま市

でも出発式が行われ

ました。式終了後、奉仕団は３つのコースに分かれ、

企業などを訪問し協力を呼び掛けました。

　５月５日の「こど

もの日」を前に、市

役所本庁でこいのぼ

り掲揚式が行われま

した。市内の８園の

保育園児が参加し、

「こいのぼり」の曲

に合わせて、空高くこいのぼりを掲げました。掲揚後、

全員でダンスを踊り楽しい掲揚式になりました。

　これまで公民館で

練習に励んできた兼

箇段獅子舞保存会の

子ども獅子舞のメン

バーが、新しい練習

拠点となる兼箇段本

部落集会所に獅子舞

の絵を描きました。

　壁画を描いた１人、仲嶺真奈美さん（前高３年）は、

「壁画を描くことで、伝統ある兼箇段獅子舞の存在を

アピールできれば」と思いを話しました。

　天願川に清流を取り戻し、いつの日か清流で泳

ぐ鯉の姿がみられることを願い、５月１日から 15

日までの間、天願公民館前で天願川清流まつりが

行われました。

　１日に行われたこいのぼり掲揚式では、保育園

児らが力を合わせこいのぼりを揚げました。川の

上に揚げられた約 500 匹のこいのぼりが気持ちよ

さそうに泳ぎ、まつりに訪れた方の目を楽しませ

ていました。

　４月 25 日、天願川の清掃を通

して、河川環境に対する意識を

高めることを目的に行われました。

　当日は、団体、企業など多く

の市民が参加し川周辺の清掃作

業を行いました。

　
公
共
の
利
益
の
た
め
に
�
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
永
年
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
�
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
や
叙
位
叙

勲
及
び
警
察
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
従
事
し
た
方
々
に
贈
ら

れ
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
�

天願川デー市民大清掃 

仲間 勇 氏 

（宮里） 
矯正業務功労 
元法務教官 

なか  ま  いさむ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

仲地 邦秋 氏 

（喜屋武）    
警察功労     
元警視正    

なか  ち    くにあき 

＝
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
＝ 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

叙
位
叙
勲 

叙
位
叙
勲 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

中里 勝也 氏 

（与那城屋慶名） 
教育功労 

元公立中学校長 

なかざと  かつ  や 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

上
地 

安
善 

氏
（
豊
原
） 

元
与
那
城
村
立
宮
城
中
校
長 

　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
15
日
逝
去
） 

う
え 

ち     

あ
ん
ぜ
ん 

春
の
叙
勲 

春
の
叙
勲 

てる     や   ひろ  ゆき

なか みね    ま     な      み
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健　

康

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

　

女
性
に
対
す
る
が
ん
対
策
の
拡
充
と
し

て
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
の
方
に

対
し
て
、
子
宮
頸
が
ん･

乳
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
及
び
検
診
手
帳
を
発
行
し
ま

す
。
こ
れ
は
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
に
お
け

る
受
診
促
進
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
検
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
平
成
22
年
４
月
現
在
で
う
る
ま

市
に
住
所
を
有
す
る
女
性

子
宮
頸
が
ん
検
診

　

20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40
歳

乳
が
ん
検
診

　

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
検
診
手
帳
・
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
送
付
し
ま
し
た
婦
人
が
ん
検

診
の
ハ
ガ
キ
で
既
に
受
診
さ
れ
、
自
己
負
担

を
支
払
わ
れ
た
方
へ
は
、
後
日
払
戻
し
の
連

絡
を
致
し
ま
す
。

【
受
診
場
所
】

①
う
る
ま
市
婦
人
が
ん
検
診
集
団
検
診
会
場

　

行
政
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
各
実
施
会

場
で
受
診
で
き
ま
す
。 

②
個
別
医
療
機
関

　

希
望
の
医
療
機
関
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

　

受
診
期
間
は
、
12
月
28
日
（
火
）
ま
で
。

子
育
て

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

　

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
中
か

ら
、
お
ス
ス
メ
の
内
容
を
「
子
育
て
応
援
講

座
」
と
し
て
公
開
し
ま
す
。

【
対　

象
】
現
在
子
育
て
中
の
方
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
援
助
会
員

【
申
込
方
法
】
う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

①
子
ど
も
の
病
気
と
事
故

【
講　

師
】
小こ

は
ま濱

守も
り
や
す安

氏

　
　
　
　
　

中
部
病
院
小
児
科
部
長

【
と　

き
】
６
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん　

第
二
交
流
室

健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９

＊
託
児
あ
り
。
有
料
５
０
０
円
（
お
や
つ
付

き
）
生
後
３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

　

前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達

【
講　

師
】
金き

ん武
育い

く
こ子

氏　

臨
床
心
理
士

【
と　

き
】
６
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

　
　
　
　
　

市
民
交
流
室

③
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子
の
サ
ポ
ー
ト

　

〜
親
子
あ
そ
び
教
室
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
〜

【
と　

き
】
６
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
10
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

　
　
　
　
　

市
民
交
流
室

募　

集

第
４
回  

沖
縄
・
提
案
百
選　

作
品
募
集

　
（
社
）沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会
で

は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
地
域
振
興
の
重
要
な

課
題
に
つ
い
て
議
論
の
場
を
設
定
し
、
問
題

解
決
に
向
け
て
一
つ
の
共
通
テ
ー
マ
で
、
広

く
県
内
外
か
ら
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

第
１
部
『
沖
縄
の
米
軍
基
地
』

（
日
本
語
に
限
る
）

第
２
部　

琉
球
諸
語
継
承
事
業

　
『
書
い
て
残
そ
う　

島
々
の
言
葉
！
』

（
琉
球
諸
語
に
限
る
）

（
社
）沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

1
８
６
２
｜
９
３
９
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

1
９
７
２
｜
６
２
２
９

※
応
募
規
定
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、（
社
）沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
５
月
17
日
〜
７
月
30
日

メ
ー
ル
添
付
・
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
・
持

ち
込
み
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
受
付

【
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
社
）沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

〒
９
０
０
｜
０
０
２
９

　

那
覇
市
旭
町
１
１
６
｜
３
７
自
治
会
館
６
階

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.taibei.jp

Ｅ
メ
ー
ル

　

第
１
部　

kenkyuin0
2

@
taibei.jp

　

第
２
部　

kenm
in1

0
0

@
taibei.jp

※
メ
ー
ル
で
応
募
の
場
合
、
当
協
会
か
ら
応

募
受
付
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合

は
、
電
話
で
当
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
入　

選
】
上
位
１
０
０
選
ま
で
を
入
選
と

し
、
１
作
品
３
万
円
（
高
校
生
以
下
は
図

書
カ
ー
ド
）
で
買
い
上
げ
、
出
版
し
ま
す
。

た
だ
し
応
募
件
数
が
少
な
い
時
は
１
０
０

選
を
下
回
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
第
２
部

共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
入
選
の
他
に
、

小
・
中
・
高
校
生
に
つ
い
て
は
奨
励
賞(

若

干
名
）
を
設
け
、
１
作
品
１
万
円
の
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
発　

表
】
入
選
者
に
は
文
書
で
お
知
ら
せ

し
、
そ
の
ほ
か
マ
ス
コ
ミ
発
表
、
当
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。
審

査
内
容
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は

一
切
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
審
査
発
表
日
】
９
月
30
日
（
木
）
予
定
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交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
で

死
亡
し
た
り
、重
い
後
遺
障
害
に
よ
り
働
け

な
い
た
め
、経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な

高
校
生
以
上
の
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を
貸

与
し
て
、教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
、社
会
有

用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
奨
学
生
募
集
に
は
、
進
学
前
に
奨

学
金
の
貸
与
を
予
約
す
る
予
約
募
集（
高
校
・

大
学
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
）と
、
進
学

後
に
申
し
込
む
在
学
募
集
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
団
法
人　

交
通
遺
児
育
英
会

　
　

1
０
１
２
０
｜
５
２
｜
１
２
８
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.kotsuiji.com

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

　

中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
入
門

【
対　

象
】
55
歳
以
上
の
初
心
者

【
期　

間
】
７
月
６
日
〜
９
月
28
日

　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場　

所
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
定　

員
】
30
名
程
度

【
受
講
料
】
６
，
０
０
０
円
（
３
か
月
分
）

【
教
材
費
】
１
，
７
０
０
円

【
申
込
受
付
】
６
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
先
着
順
）

【
受
付
場
所
】
じ
ん
ぶ
ん
館　

ロ
ビ
ー
に
て

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

※
じ
ん
ぶ
ん
館
で
の
受
付
は
15
日
午
前
中
の

み
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

(

コ
リ
ン
ザ
３
階)

　

1
９
２
９
｜
１
２
２
０

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

じ
ん
ぶ
ん
館
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
開
催
！

【
練
習
日
】
毎
週 

火
曜
日
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
４
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
じ
ん
ぶ
ん
館　

交
流
広
場

【
指
導
内
容
】「
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
、
止
め
方
、

運
び
方
」
＆
「
ゲ
ー
ム
」

【
入
会
金
】
１
，
５
０
０
円（ス

ポ
ー
ツ
保
険
等
）

【
月
会
費
】
１
，
５
０
０
円

（
ス
ク
ー
ル
運
営
費
等
）

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
月
会
費
を
日
数
分
、

返
金
致
し
ま
す
。

【
対　

象
】
園
児
・
小
学
生

【
定　

員
】
20
名

※
参
加
者
が
10
名
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
ボ
ー
ル

※
運
動
の
出
来
る
服
・
靴
で
ご
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
】
じ
ん
ぶ
ん
館 

管
理
室

　
　
　
　
　
　

担
当 

宮
里

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト

1
９
２
９
｜
１
２
２
０

　　　　

　平成22年10月1日を期日として全国一斉に国勢調査を実施します。
　本調査は日本に住んでいるすべての人を対象とする最も基本的な統計調査で、うるま市では
約４万４千世帯、約11万８千人が調査対象となり、約400人の調査員が必要になります。
　実施にあたり調査員として従事していただける人を多数募集します。

平成 22 年 国勢調査　 調査員を募集します！

 調査員とは？
・本年10月１日に実施する国勢調査の事務を行っていた

だく方で、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員
です。

・任命期間は８月下旬から10月下旬の2か月間です。

 申込み出来る方
・原則20歳以上で、責任をもって調査事務ができる方
・税務、選挙、警察等に直接関係のない方

 主な仕事の内容
・調査員事務打合せ会への出席（８月下旬～９月上旬）
・調査地域の確認、名簿等の作成（９月中旬）
・調査票の配布と回収（９月下旬～10月上旬）
・調査書類の検査と提出（10月中旬）
・未提出世帯へ再訪問し調査票の提出を依頼、回収
 （10月下旬）

 

 報　酬
・約3万5千円～7万円程度
（調査区数や調査対象世帯数により変動します。）

 申込方法
・「国勢調査調査員申込書」に記入して顔写真（4cm×

3cm）1 枚を添えて提出。（電話・FAX による申込
も可。その場合、写真は後日提出すること。）

※「国勢調査調査員申込書」は企画課及び各区公民館
に置いてあります。

 申込期限
・平成22年６月30日（水）まで
　ただし、定員に達しても待機者を随時募集しています。

 お問い合わせ・申込先
　企画課 共同参画係（本庁３階）
　1９７３−５００５　FAX９７３−９８１９
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時
に
行
う
こ
と
を｢

年
度
更
新｣

と
い
い
ま

す
。
こ
の｢

年
度
更
新｣

の
手
続
き
は
、
年

度
途
中
の
事
業
終
了
後
、
確
定
申
告
が
ま
だ

の
場
合
や
、
賃
金
支
払
い
・
元
請
工
事
の
な

い
場
合
等
で
あ
っ
て
も
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
申
告
書
は
６
月
の
初
め
に
各
事
業
場
あ
て

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず
こ
の

期
間
内
に
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
更
新
期
間
】

　

６
月
１
日
（
火
）
〜
７
月
12
日
（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

沖
縄
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

1
８
６
８
｜
４
０
３
８

　

沖
縄
労
働
基
準
監
督
署1

９
８
２
｜
１
２
６
３

「
環
境
月
間
」
パ
ネ
ル
展

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
ご
み
問
題
、
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に
関
す
る
写
真
・
資
料
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
関
す
る
写
真
な
ど
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

【
と　

き
】
６
月
10
日
（
木
）
〜
17
日
（
木
）

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
　
　
　
　

１
階　

展
示
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

う
る
ま
市
新
商
品
開
発
及
び
ブ
ラ
ン

ド
化
促
進
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

う
る
ま
市
に
は
、
市
内
中
小
企
業
が
行
う

新
商
品
開
発
及
び
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
等
の
促

進
に
つ
い
て
、
研
究
開
発
意
欲
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
新
商
品
や
新
技
術
の
開
発
、
商
品
高
級

化
等
に
関
す
る
技
術
研
究
を
予
定
し
て
い
る

方
々
は
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
若
し
く
は
商
工

観
光
課
で
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】

　

市
内
中
小
事
業
者
で
、
市
内
に
主
た
る

事
業
所
及
び
工
場
を
持
ち
、
原
則
と
し
て

１
年
以
上
事
業
を
営
む
も
の

【
補
助
対
象
事
業
】

　

新
商
品
ま
た
は
新
技
術
の
開
発
、
商
品

の
高
級
化
事
業
、
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
事
業

【
補
助
対
象
事
業
数
】

　

平
成
22
年
度
補
助
対
象
事
業
は
１
件

【
補
助
金
の
額
】

　

市
が
認
め
る
経
費
（
補
助
対
象
経
費
）

の
３
分
の
２
以
内
の
額
と
し
、
１
補
助
事

業
あ
た
り
50
万
円
を
限
度
と
す
る
。

【
申
込
先
】
商
工
観
光
課

【
申
込
期
間
】

　
　

６
月
１
日
（
火
）
〜
７
月
30
日
（
金
）

う
る
ま
市
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

推
進
事
業
申
請
内
容
変
更
の
お
知
ら
せ

　

う
る
ま
市
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推

進
事
業
（
ク
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
事
業
）
は
、

市
内
の
団
体
が
清
掃
や
美
化
作
業
等
を
行
う

際
に
購
入
し
た
苗
木
や
清
掃
用
具
等
の
経
費

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
市
内
の
各
種
団
体
が
市
へ
補
助

金
申
請
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

７
月
28
日
（
水
）
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
美
ら

島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
に
向
け
た
会
場
周

辺
整
備
を
主
体
に
事
業
を
推
進
す
る
事
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
各
位
に
は
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
申
込
先
】
商
工
観
光
課

【
申
込
締
切
日
】
６
月
30
日
（
水
）

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険
は
、
毎
保
険
年
度
（
毎
年
４
月

１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
は
じ

め
に
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
を
あ
ら
か
じ
め

概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
年
度
末
に
賃
金
総

額
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
精
算
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
前
年
度
に
申

告
し
た
概
算
保
険
料
の
精
算
（
平
成
21
年
度

の
確
定
保
険
）と
新
年
度
の
概
算
保
険
料（
平

成
22
年
度
概
算
保
険
料
）
の
申
告
・
納
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
同

商
工
観
光
課

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

商
工
観
光
課

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

沖
縄
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

1
８
６
８
｜
４
０
３
８

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

　　

・都合により変更する場合があります。事前にご確認ください。
・申し込み人数が定員を超した場合は抽選になります。

・受講者が10人に達しない教室は開講できません。
・講座は無料です。（教材費は自己負担になります。）

−うるま市立公民館講座のご案内−
募集期間：平成 22年 6月 21日（月）〜 25日（金）

申込・実施場所 講座の内容 期間・回数・時間 対象

勝連地区公民館
1９７８−７１９４

琉歌に見る沖縄文化 7 月 8 日〜 8 月 12 日
毎週木曜　19:00 − 21:00　全 6 回 一般成人

Men's ヨガ 7 月 14 日〜 8 月 18 日
毎週水曜　19:30 − 21:30　全 6 回 成人男性

指導者育成　自然塾 7 月 21 日〜 8 月 18 日
毎週水曜　10:00 〜 12:00　全 5 回 一般成人

与那城地区公民館
1９７８−６８３６ うたごえ講座 7 月 13 日〜 8 月 17 日

毎週火曜　19:00 〜 21:00　全 6 回 一般成人
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◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】毎月第 4 木曜日　午後 2 時〜午後 4 時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始

※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は
先着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁
ください。窓口が大変混み合い相談を受けることが出
来ない場合がありますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設うるま市民無料相談所の開設

※沖縄県県民生活センターでも平日相談可能です。  
　1863-9214

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

連絡先：市民生活課　  973-5487

◆人権相談
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰な
ど人権問題でお困りの方。
【と　き】平日：午前 8時 30分〜午後 5時
【ところ】那覇地方法務局沖縄支局　1937-3278
◆行政相談
　国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を
受け付けます。
【と　き】平日：午前 8時 30分〜午後 5時
【ところ】沖縄行政評価事務所　1867-1100
◆消費者相談
　マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）
などの悪質商法、架空請求や金融問題 (多重債務 ) 等
に対するトラブル等について消費生活専門員が対応し
ます。市民の皆さん一人で悩まず相談してください。
【と　き】毎週水曜日　午前 10時〜午後 4時
【ところ】市役所本庁 1階　市民相談室

平
成
22
年
度
う
る
ま
市
民
総
決
起
大
会

（
青
少
年
深
夜
は
い
か
い
防
止
・
未
成

年
者
飲
酒
防
止
県
民
一
斉
行
動
）

　

夜
型
社
会
を
背
景
と
し
た
青
少
年
を
取
り

巻
く
環
境
を
市
民
全
体
が
認
識
し
、
夜
間
街

頭
指
導
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
取
り

組
む
運
動
を
推
進
支
援
す
る
市
民
総
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　

き
】
７
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　

響
ホ
ー
ル

第
６
回
う
る
ま
市
民
総
合
文
化
祭

　
「
う
ち
そ
ろ
て　

高
め
ら
な　

う
る
ま
市

の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
今
年
も
ま
た
、
市
文

化
協
会
の
会
員
に
よ
る
舞
台
発
表
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
市
民
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
と　

き
】

　

７
月
17
日
（
土
）　

午
後
６
時
開
演

　

７
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

昼
の
部
：
午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　

夜
の
部
：
午
後
６
時
開
演

【
入
場
料
】
５
０
０
円

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　

響
ホ
ー
ル

青
少
年
セ
ン
タ
ー1

９
７
８
｜
２
２
０
２

う
る
ま
市
文
化
協
会
事
務
局

1
９
７
８
｜
２
３
２
９

総務省沖縄総合通信事務所からのお知らせ
　６月１日〜６月10日は「電波利用環境保護
周知啓発強化期間」となっております。
　電波はルールを守って適正に利用しましょう。

電波に関する相談は総務省沖縄総合通信事務所へ

不法無線局、混信、妨害
電波利用料に関すること
テレビやラジオの受信障害
その他行政相談

1８６５−２３０８
1８６５−２３０３
1８６５−２３０７
1８６５−２３９０



☆照
て る や

屋寛
かんいち

一様（字豊原）より10万円の寄付
☆幸

こ う き

喜敬
け い こ

子様（字西原）より10万円の寄付

19 広報うるま 2010　6月号　

i n f o r m a t i o n

ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

452 件
410 人

3 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（1,804件）
（1,672人）
（13件）

＋ 91
＋ 49
＋ 42
＋ 143

118,251 人
59,064 人
59,187 人
44,258 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 5月1日 前月比

うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

育
英
資
金
の
貸
付
制
度
及
び
介
護

料
支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、保
護
者
が
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ

た
た
め
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
ご
家
族
を

対
象
に
無
利
子
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
ま
た

は
脊
髄
等
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
の

た
め
日
常
生
活
に
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を

対
象
に
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策
機
構
沖
縄
支

所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nasva.go.jp

自
動
車
事
故
対
策
機
構
沖
縄
支
所

1
８
６
２
｜
８
６
６
７

危
険
物　

事
故
は
瞬
間　

無
事
故
は
習
慣

６
月
６
日
（
日
）
〜
12
日
（
土
）
は
、

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

危
険
物
と
は
？

　

消
防
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
一

般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た
物
品

を
い
い
ま
す
。

・
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

・
消
火
の
困
難
性
が
高
い

※
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
・
油
性
塗
料
等
が
あ
り
ま
す
。

消防活動状況（平成 22 年 4 月） 

危
険
物
の
貯
蔵
又
は
取
扱
上
の
注
意
事
項

①
火
気
の
周
囲
で
は
、
危
険
物
の
取
扱
い
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ス
タ
ン
ド
等
の
給
油
取
扱
所
で
ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
を
購
入
す
る
と
き
は
、
決
め
ら
れ

た
運
搬
容
器
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

③
危
険
物
を
貯
蔵
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
や

外
部
の
者
が
容
易
に
触
れ
な
い
よ
う
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

④
指
定
数
量
以
上
（
例
：
ガ
ソ
リ
ン
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
上
、
灯
油
１
，
０
０
０
リ
ッ

ト
ル
以
上
）
の
危
険
物
を
貯
蔵
又
は
取
扱

う
場
合
に
は
、
市
町
村
長
の
許
可
が
必
要

で
す
。

⑤
指
定
数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
又
は
取

扱
う
場
合
に
は
、
危
険
物
取
扱
者
の
資
格

が
必
要
で
す
。

⑥
指
定
数
量
の
５
分
の
１
以
上
で
指
定
数
量

未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
又
は
取
扱
う
場
合

に
は
、
市
町
村
長
に
届
出
が
必
要
で
す
。

⑦
危
険
物
取
扱
免
許
状
取
得
者
で
、
現
在
指

定
数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
取
扱
い
し

て
い
る
者
は
、
３
年
に
一
回
の
法
定
講
習

（
保
安
講
習
）
を
必
ず
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
危
険
物
を
貯
蔵
取
扱
い
し
て
い
る
事
業
所

等
は
、
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
や
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

⑨
危
険
物
を
貯
蔵
取
扱
い
し
て
い
る
事
業
所

等
は
、
危
険
物
施
設
に
お
け
る
安
全
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
策
定
し
、
誠
実
に
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部　

予
防
課

1
９
６
５
｜
２
１
２
２

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当講習
会を受講して使い方を覚えましょう！



　国内外の主要なオーケストラとの共演やオリンピック、
日本シリーズで国歌斉唱を行うなど、日本を代表する国際
的なオペラ歌手である森 麻季氏の透明感のある美声、深い
音楽性を是非ご鑑賞ください。

リウボウ、コープあぷれ、普久原楽器、
沖縄市民小劇場あしびなー、石川会館、
うるま市役所本庁売店、きむたかホール、
うるま市民芸術劇場

もり    ま   き

【前売券】３,０００円
【当日券】３,５００円

開場：午後6時30分
開演：午後7時

やまぎし しげ    と

【ピアノ】山岸  茂人 氏

※全席指定
※未就学児の入場はご遠慮ください。

7月3日 土

響ホール
TEL.９７３－４４００

森  
麻
季

ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

プレイガイド


